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10月 2日、町内の小学校では、新型コロナウイ
ルスの影響により延期されていた運動会が開
催されました。写真は旭田小学校の様子です。

よ～い ドン！！
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99 月月

定定 例例 会会

９月定例会は８日から１５日までの８日間の会
期で開かれました。今定例会では、報告が２件あ
り、決算の認定、人権擁護委員の人事案件、条例
の一部改正、契約案件、令和３年度補正予算など
町提出議案１４件と、議員提出議案４件の計１８
件が審議され全て可決しました。
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・

・

・
・

・

・

・
・

・

・

・

・
・

・

・

・

専決処分（損害賠償の額の決定及び和解について）
令和２年度下郷町健全化判断比率等について

下郷町手数料徴収条例の一部を改正する条例の設定
下郷町過疎対策基金設置条例の一部を改正する
条例の設定
下郷町税特別措置条例の一部を改正する条例の設定

豪雪地帯対策特別措置法の改正等に関する意見書の提出
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税
財源の充実を求める意見書の提出
トリチウム等を含むAＬPＳ処理水の海洋放出
方針の再検討を求める意見書の提出
下郷町議会基本条例の設定　→詳細は11ページ参照

下郷町過疎地域持続的発展計画の策定
南会津地方土地開発公社の解散

令和２年度下郷町一般会計及び
特別会計歳入歳出決算

橋梁補修工事（湯野上橋）請負契約

人権擁護委員候補者の推薦（２名）

令和３年度下郷町一般会計補正予算
令和３年度下郷町国民健康保険
特別会計補正予算
令和３年度下郷町後期高齢者医
療特別会計補正予算
令和３年度下郷町介護保険特別
会計補正予算
令和３年度下郷町簡易水道事業
特別会計補正予算

報　告

条例改正

議員提出議案

議　決

認　定（４〜５ページ）

契　約

人事案件

補正予算（３ページ）

◆
ト
リ
チ
ウ
ム
等
を
含
む
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
方

針
の
再
検
討
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
陳
情

▽
陳
情
者

下
郷
町
大
字
栄
富

　
字
南
原
甲
６
８
５
番
地
１

　
栗
城 

要
作　
氏　
他
１
名

▽
審
査
結
果

　
採
択

▽
意
見
書
提
出
の
議
決

内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

　 

黒
森
　
正
敬
　
氏

 

　
　
（
芦
ノ
原
）

　
室
井
　
徹
弥
　
氏

 

　
　
（
倉
　
村
）

 

　
　  

の
推
薦
に
同
意

請
願
・
陳
情

人
事
案
件

新 任 再 任
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一般会計予算（９月補正）の主なもの
▼歳出▼歳入

4億6,721万円を追加し
　　総額54億1,710万円に

令和 3年度
一般会計補正予算

地域おこし協力隊募集広告料 55万円

国庫支出金等償還金 946万円

財政調整基金積立金 1億円

教育施設整備基金積立金 5,000万円

過疎対策基金積立金 3,500万円

橋梁整備基金積立金 1億円

◎
下
郷
町
公
共
施
設
等
総
合

　
管
理
計
画
改
定
業
務
委
託
料

◎
文
化
財
整
備
費

◎
町
道
維
持
工
事
費

◎
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集

　
広
告
料

◎
集
落
集
会
施
設
等
整
備
補
助

　
金
・
消
防
施
設
整
備
補
助
金

◎（
仮
称
）県
道
下
郷
会
津
本
郷

　
線
整
備
促
進
協
議
会
補
助
金

ど
の
よ
う
な
業
者
に
業
務

委
託
す
る
の
か
。

平
成
28
年
に
作
成
し
た
計

画
の
見
直
し
作
業
で
、
現

在
進
め
て
い
る
個
別
計
画
の
策
定

作
業
の
終
了
後
、
委
託
手
続
き
に

入
る
た
め
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

峠
の
茶
屋
は
雪
害
を
受
け

て
い
る
と
聞
く
が
今
後
計

画
は
あ
る
の
か
。

雪
害
に
よ
り
茅
屋
根
が
全

て
落
ち
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

で
補
強
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

文
化
庁
と
協
議
中
で
あ
り
、
来
年

の
当
初
予
算
に
計
上
し
た
い
。

１
千
万
円
と
高
額
で
あ
る

が
何
か
所
も
あ
る
の
か
。

大
内
小
屋
前
線
の
木
製
防

護
柵
が
老
朽
化
し
て
い
る
。

撤
去
し
そ
の
後
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の

設
置
を
す
る
考
え
で
あ
る
。

他
に
１
件
、
計
２
件
と
な
る
。

ど
の
よ
う
な
目
的
で
ど
の

よ
う
な
人
材
を
募
集
し
、

ど
の
よ
う
な
結
果
を
出
し
て
ほ
し

い
の
か
。検

討
段
階
で
は
あ
る
が
、

観
光
関
連
、
起
業
支
援

関
連
、
空
き
家
対
策
関
連
、
移
住

対
策
関
連
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

関
連
、
歴
史
文
化
関
連
と
い
う
幅

広
い
中
で
募
集
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
就
職
情
報
サ
イ
ト
も
活
用

し
、
募
集
し
て
い
き
た
い
。

刈
林
区
民
館
と
屯
所
の
屋

根
塗
装
の
補
助
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
昨
年
の
重
点
要
望

だ
っ
た
の
か
。

昨
年
の
重
点
要
望
に
は
無

く
、
今
年
７
月
30
日
付
で

要
望
が
あ
り
緊
急
性
が
高
い
と
判

断
し
、
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

他
の
地
区
は
、
毎
年
重
点

要
望
を
頭
を
痛
め
な
が
ら

提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
が
慣
例
化

す
れ
ば
、
ル
ー
ル
が
無
く
な
り
、

い
つ
で
も
要
望
す
れ
ば
や
っ
て
も

ら
え
る
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

慣
例
化
し
な
い
よ
う
、
で

き
る
限
り
当
初
予
算
で
計

上
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

入
り
口
ま
で
が
低
い
。
そ
の
改
良

を
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
協
議

会
を
設
置
し
た
い
。
構
成
員
は
、

町
長
、
議
会
議
長
、
副
議
長
、
産

業
厚
生
常
任
委
員
会
及
び
沿
線

の
各
行
政
区
長
を
考
え
て
い
る
。

県
道
下
郷
会
津
本
郷
線
に

関
す
る
期
成
同
盟
会
が
既

に
あ
る
が
、
二
重
に
設
立
し
促
進

す
る
構
想
の
内
容
は
。
ま
た
、
そ

の
構
成
員
は
。

す
で
に
期
成
同
盟
会
は
あ

る
が
、
全
体
の
改
良
率
が

74
％
に
対
し
て
下
郷
町
の
改
良
率

が
54
％
と
低
く
成
岡
か
ら
中
山
の

補
正
予
算

固定資産税 △1,081万円

地方交付税 2億7,651万円

財政調整基金繰入金 △1億3,710万円

繰越金 1億5,526万円

臨時財政対策債 1,309万円

過疎対策事業債 1億6,980万円
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一般会計・
　特別会計決算

区　　　　分 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額

一 般 会 計 61 億 3,688 万円 56 億 9,849 万円 4 億 3,839 万円   

特別会計（５件） 19 億 9,761 万円 18 億 4,058 万円 1 億 5,703 万円

合 計 81 億 3,449 万円 75 億 3,907 万円 5 億 9,542 万円

◆令和２年度歳入歳出決算額

【
総　
括
】

　
い
ず
れ
の
会
計
も
決
算
額
は
関

係
諸
帳
簿
と
合
致
し
て
お
り
、決

算
係
数
が
正
確
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

効
率
的
な
施
設
の
維
持
管
理
及

び
運
営
を
図
り
、将
来
を
見
据
え

た
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。以
上
、厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、徴
税
等
の
自
主
財
源
確
保

な
ど
安
定
的
な
財
源
の
確
保
に
努

め
、引
き
続
き
事
業
の
効
率
化
、

重
点
化
を
図
り
、「
未
来
創
生
交

流
の
ま
ち
」を
実
現
す
る
た
め
に

一
層
の
努
力
を
期
待
す
る
。

▼
不
能
欠
損
処
分
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
の
不
能
欠
損
処

分
に
つ
い
て
、財
産
の
差
押
え
等

が
必
要
と
思
わ
れ
る
事
案
が
見
受

け
ら
れ
た
。一
方
、住
宅
使
用
料
や

決
算
の
結
果
に
対
す
る

　
　 

監
査
委
員
の
意
見（
要
約
）

水
道
使
用
料
の
一
般
債
権
に
つ
い

て
は
、不
能
欠
損
に
で
き
な
い
も

の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、不
良
債
権
の
整
理
に
つ
い
て

早
め
の
対
応
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
。

▼
下
郷
町
公
共
施
設
個
別
計
画

に
つ
い
て

　
今
年
度
は
順
調
に
進
め
ら
れ
て

お
り
、「
下
郷
町
統
合
イ
ン
フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」も
策
定
さ

れ
、今
後
３
年
間
の
財
政
見
通
し

も
立
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
更
な
る

検
討
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、修
繕
等
に
莫
大
な
費
用
が

必
要
に
な
る
た
め
、基
金
を
創
設

す
る
方
向
で
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

▼
国
土
調
査
に
つ
い
て

　
一
部
の
地
域
で
ま
と
ま
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
有
る
こ
と
か
ら
次
の
地

区
に
進
め
ず
い
つ
に
な
る
の
か
わ

か
ら
な
い
状
態
と
聞
い
て
い
る
。

近
隣
町
村
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

県
に
対
処
方
法
を
相
談
し
、進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
育
英
資
金
に
つ
い
て

　
５
人
の
滞
納
者
が
お
り
、123
万
３

千
円
が
滞
納
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、行
方
不
明
者
が
３
人
で
82

万
７
千
円
と
な
っ
て
い
る
。連
帯

保
証
人
に
支
払
い
を
求
め
る
な
ど

早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

令令 和和

度度22 年年
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−
決
算
認
定
の

　
　
　
　
　
主
な
質
疑
−

こ
ん
な
質
問
が

　
　   
あ
り
ま
し
た

◆
自
主
財
源
比
率
に

　
　
　 

　
　 

つ
い
て

◆
育
英
資
金
に
つ
い
て

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊

◆
災
害
対
策
備
品
等

◆
税
シ
ス
テ
ム

 

入
れ
替
え
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
２

年
度
ま
で
悪
化
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
が
ど
う
か
。ま
た
、

悪
化
し
て
い
る
な
ら
そ
の
要
因
は

何
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
関
連
の
臨
時
交
付
金

や
定
額
給
付
金
関
係
の
収
入
が
大

幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
る
た
め
依

存
財
源
が
増
え
た
。
依
存
財
源
が

増
え
れ
ば
自
主
財
源
が
下
が
っ
て

く
る
。
平
成
30
年
度
と
令
和
２
年

度
と
の
比
較
と
し
て
、
自
主
財
源

の
固
定
資
産
税
が
減
少
し
、
平
成

30
年
度
に
関
し
て
は
会
津
の
ふ
る

さ
と
市
町
村
圏
基
金
の
返
還
金
が

あ
っ
た
が
以
降
年
度
は
な
く
自
主

財
源
が
減
っ
た
た
め
数
字
の
差
が

開
い
た
。

５
人
の
滞
納
者
で
行
方
不

明
が
３
人
と
な
っ
て
い
る

が
前
年
度
と
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

こ
の
一
年
間
で
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
た
の
か
。
ま
た
、
行
方
不
明

者
３
名
の
連
帯
保
証
人
は
わ
か
っ

て
い
る
の
か
。

親
族
へ
連
絡
し
、
納
付
の

依
頼
を
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
連
帯
保
証
人
に
も
債
権
の
回
収

を
行
っ
て
い
く
。
保
証
人
は
判
明

し
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
２

名
お
り
１
年
更
新
で
あ
る

が
来
年
以
降
の
見
通
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

企
画
会
議
を
設
置
し
来
年

の
４
月
に
向
け
取
り
ま
と

め
て
い
る
。

災
害
対
策
備
品
等
は
ど
の

よ
う
な
も
の
を
購
入
し
た

の
か
。

次
の
災
害
対
策
備
品
等
を

購
入
し
た
。

合
計
特
殊
出
生
率
が
、
基

準
と
な
る
平
成
30
年
度
の

１
．
６
３
に
対
し
、
令
和
12
年
度

の
目
標
値
は
１
．
８
７
と
な
る
の

は
な
ぜ
か
。

人
口
減
少
率
を
少
し
で
も

緩
く
す
る
た
め
の
目
標
値

と
な
っ
て
い
る
。
高
い
目
標
値
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
計
画
で
直
近
の
内
に

重
点
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
内
容
は
あ
る
の
か
。

こ
の
計
画
は
５
年
間
の
計

画
と
な
っ
て
い
る
が
す
べ

て
が
重
点
事
業
に
該
当
す
る
内
容

昨
年
、
税
シ
ス
テ
ム
関
係

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
が

シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
使
用
者
の

間
違
い
は
な
く
な
る
の
か
。

新
し
い
業
者
の
サ
ポ
ー
ト

の
元
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
努
め
て
い
く
。

パーテンション 80部屋分

マスク 17,000 枚

フェイスガード 200 枚

紙石けん 1200 個

手指消毒液 20本

使い捨て手袋 2400 枚

非接触式電子温度計 8個

使い捨て密閉服 10着

エアマット 120 個

マット 200 枚

長マット 20巻

備蓄食料 各種

議会全員協議会

　８月４日の全員協議会で、町から
「下郷町過疎地域持続的発展計画」の
説明があった。議会からの意見は次
のとおり。

～　新過疎計画の説明　～

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時
の
情
勢

や
財
政
状
況
が
あ
る
た
め
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

若
年
層
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
や

す
い
よ
う
定
住
の
た
め
宅

地
造
成
を
し
提
供
す
る
こ
と
や
Ｕ

タ
ー
ン
奨
励
金
な
ど
も
っ
と
踏
み

込
ん
だ
内
容
を
入
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

空
き
家
の
活
用
促
進
事

業
、
住
宅
取
得
の
支
援
事

業
、
若
者
移
住
・
定
住
促
進
事
業

や
、
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
な
ど

計
画
に
記
載
し
て
あ
る
が
、
ご
意

見
の
あ
っ
た
内
容
が
組
み
込
め
る

か
検
討
し
た
い
。

購入した災害対策備品等
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　“一般質問 ”は、議員が町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等を聞き、
　町長などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることをです。

一 般 質 問一 般 質 問

　９月定例会では、３人の議員が６件の一般質問を９月１３日に行い、活発
な議論を展開しました。７ページより、質問した順に代表する質問の質疑応
答を要約してお知らせします。

小椋　淑孝（7 ページ）
● 町職員について

玉川　邦夫（8 ページ）
●介護職員が安心して働ける環境づくりを
●豊富な自然エネルギーを再生可能なエネルギーに

星　　輝夫（9 ページ）
●小沼崎バイパス開通による渋滞対策について
●町民体育館の今後の方向性について
●湯野上地区の観光施設整備及びその土地の登記について

3 議員が
町政を問う



町 政 一般質問

職
員
の
途
中
退
職
の
原
因
は

明
確
に
は
難
し
い

質問

答弁

下郷町
議会だより  No.977

税
務
課
の
体
制
に
つ
い
て

は
、
昨
年
末
と
比
較
す
る

と
４
月
は
一
名
増
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
国
土
調
査
に
つ
い
て
は
、
地

域
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
問
題
を
抱

え
て
お
り
解
決
し
な
い
と
進
む
こ

と
が
で
き
ず
、
調
査
を
す
る
段
階

で
は
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の

辺
は
了
解
し
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
事
情
も
事
情
で
す
の
で
お
願

い
し
た
い
。

町
政
を
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
町
職
員
に
よ

る
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
や
創
意
工
夫

が
必
要
で
り
、
日
頃
か
ら
職
員
の

皆
様
方
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

町
に
は
町
職
員
の
定
数
が
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
は

こ
の
定
数
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。
職
員
数
が
少
な
け
れ
ば
人
件

小椋　淑孝 議員
hide t aka　 ogu ra

費
も
安
く
済
む
が
、
職
員
の
業
務

量
が
増
え
て
、
負
担
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
数
年
、
多
く
の

職
員
が
途
中
退
職
し
て
い
る
が
、

業
務
量
に
影
響
が
出
て
い
る
課
、

係
は
な
い
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
少
な
い
職
員
数
で
業
務

を
こ
な
す
に
は
工
夫
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
、
町
独
自
の
工
夫
で

効
率
化
を
図
っ
て
い
る
も
の
が
あ

れ
ば
伺
い
た
い
。

　
途
中
退
職
さ
れ
た
職
員
は
20
代
、

30
代
、
40
代
と
貴
重
な
人
材
が
失

わ
れ
、
非
常
に
残
念
で
あ
る
が
、

星
學
町
長
が
就
任
し
て
か
ら
の
２

期
８
年
の
間
に
十
数
名
も
の
職
員

が
辞
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
何
が

原
因
で
あ
る
と
お
考
え
か
、
ご
回

答
い
た
だ
き
た
い
。

各
課
等
に
お
け
る
人
員
配

置
は
業
務
量
等
に
応
じ
適

切
に
配
置
し
て
お
り
、
年
度
途
中

に
退
職
し
、
職
員
数
が
減
と
な
り

係
員
一
人
一
人
に
分
担
さ
れ
る
業

務
量
は
増
加
し
て
し
ま
う
が
、
お

互
い
に
協
力
し
、
仕
事
に
あ
た
っ

て
い
る
。
効
率
化
を
図
っ
て
い
る

業
務
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度

当
初
予
算
編
成
時
か
ら
各
課
に
一

般
財
源
を
配
分
す
る
予
算
編
成
の

方
式
を
導
入
し
、
負
担
軽
減
や
効

率
化
を
図
っ
た
。
職
員
の
早
期
退

職
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
人
材
が

失
わ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
残
念
な

こ
と
だ
が
理
由
に
つ
い
て
は
事
情

も
様
々
あ
り
、
個
人
の
尊
厳
を
守

る
た
め
明
確
に
申
し
上
げ
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
職
員
の
業
務
内
容

や
業
務
量
を
注
視
し
、
よ
り
良
い

職
場
環
境
作
り
、
健
全
な
行
政
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

税
務
課
職
員
が
一
人
産
休

で
休
み
に
入
っ
た
の
で
、

一
人
少
な
く
な
っ
て
、二
重
チ
ェ
ッ

ク
体
制
に
不
備
が
出
る
の
で
は
な

い
か
。

　

国
土
調
査
に
当
初
予
算
で
職
員

一
人
の
給
料
等
を
組
ん
で
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
林
課
職
員

が
兼
務
し
て
い
る
の
は
、
職
員
が

足
り
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
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介
護
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を

様
々
な
事
業
を
支
援
し
て

　
　
　
　
人
材
育
成
･
確
保
を
図
る

質問

答弁

豊
富
な
自
然
を
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

脱
炭
素
化
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
強
化
し
て
い
く

質問

答弁

　
回
覧
板
に
「
介
護
職
員
募
集
」
と

い
う
下
郷
ホ
ー
ム
か
ら
の
チ
ラ
シ

が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
介
護
職
員

募
集
は
、
隣
接
の
町
村
か
ら
も
多

く
目
に
す
る
。

 

現
状
を
見
る
と
、
介
護
職
希
望

は
減
少
傾
向
で
、
特
に
若
い
方
々

の
離
職
も
多
い
と
い
う
。
本
町
に

と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
て
の

町
長
の
考
え
を
問
う
。

　

地
域
が
一
つ
に
な
っ
た
棚
田
経

営
、
豊
富
な
伏
流
水
を
利
用
し
た

養
魚
場
、
さ
ら
に
国
史
跡
の
歴
史

街
道
等
、
本
町
は
素
晴
ら
し
い
自

然
財
産
を
沢
山
も
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
に
六
年
前
設
置
さ

れ
た
番
屋
川
と
花
の
郷
の
「
小
水

力
発
電
所
」
が
あ
る
。
こ
の
全
国

で
も
数
少
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
地
域
と
し
て
、
町
長

の
考
え
を
問
う
。

訪
問
入
浴
介
護
は
最
も
有

り
難
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
だ

が
、
職
員
が
少
な
い
た
め
に
、
負

担
も
大
き
い
よ
う
だ
。
そ
の
た
め

に
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
介
護
補
助

具
等
の
導
入
の
支
援
を
積
極
的
に

検
討
で
き
な
い
か
。

８
名
体
制
で
は
あ
る
が
、

体
力
的
負
担
は
大
き
い
よ

う
だ
。
県
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支

援
補
助
の
情
報
提
供
は
あ
る
が
、

現
段
階
で
は
開
発
の
途
上
で
あ

り
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
も
事

業
者
は
見
合
わ
せ
て
い
る
。

介
護
職
員
の
募
集
に
あ
た

っ
て
は
、
介
護
職
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
も
、

様
々
な
職
種
の
方
々
や
学
生
・ 

社
会
人
を
巻
き
込
ん
だ
「
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」 

の
後
押
し
を

期
待
し
た
い
。

介
護
職
員
養
成
事
業
を
行

う
と
共
に
、
初
任
研
課
程

の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。
広
域

的
取
組
と
し
て
人
材
確
保
事
業
や

職
場
体
験
事
業
の
推
進
、
子
供
達

へ
の
体
験
学
習
の
提
供
、
さ
ら
に

は
、
介
護
者
へ
の
保
障
の
充
実
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

場
所
提
供
を
し
て
い
る
地

域
へ
の
恩
恵
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、 

三
峰
川
電
力

会
社
と
の
定
期
的
な
話
合
い
は
あ

る
の
か
。地

元
に
は
借
地
料
な
ど
、

町
に
は
固
定
資
産
税
・
河

川
使
用
料
な
ど
が
支
払
わ
れ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
の
話
合
い

は
な
い
が
、
定
期
的
に
設
置
場
所

の
選
定
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い

る
。

下
郷
町
の
自
然
や
地
形
に

マ
ッ
チ
し
た
〝
小
水
力
発

電
所
〟 

と
い
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
さ
ら
な
る
普
及
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

か
つ
て
、
七
か
所
を
候
補

と
し
て
調
査
し
た
経
緯
が

あ
る
。
今
後
、
管
理
や
経
費
の
面

か
ら
推
進
の
検
討
を
し
て
い
く
。

ま
た
案
内
板
等
の
設
置
を
お
願
い

し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

啓
蒙
を
図
っ
て
い
く
と
共
に
、
脱

炭
素
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
強
化
し

て
い
く
。

玉川　邦夫 議員
kun io　 t amakawa

50
ｍ
の
落
差
を
誇
る
音
金
の

「
番
屋
川
小
水
力
発
電
所
」
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国
道
118
号
に
架
か
る
二
川

橋
、
国
道
121
号
に
架
か
る

湯
野
上
橋
は
橋
の
幅
が
狭
く
、
大

型
車
が
同
時
に
対
向
で
き
ず
、
大

内
宿
へ
観
光
目
的
で
向
か
う
大

型
バ
ス
等
も
対
向
で
き
な
い
状
態

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
度
々
見
ら

れ
る
。
町
民
の
安
全
を
守
る
た
め

に
も
、
新
た
な
橋
を
設
け
て
渋
滞

緩
和
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
町
長
は
国
や
県
に
事
業

を
要
望
す
る
考
え
が
あ
る
か
を
伺

う
。

小
沼
崎
バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
渋
滞
対
策
に
つ
い
て

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く

質問

答弁

県
で
も
バ
イ
パ
ス
開
通
後

の
車
の
流
れ
や
、
新
た
な

問
題
の
発
生
な
ど
考
察
さ
れ
て
き

た
。
二
川
橋
や
湯
野
上
橋
は
、
60

年
以
上
経
過
し
た
橋
で
あ
り
、
有

効
幅
員
も
狭
く
、
大
型
車
両
の
対

面
交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

ず
、
大
型
車
両
同
士
の
擦
れ
違
い

が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
把
握
し

て
い
る
。渋
滞
等
の
解
消
と
併
せ
、

バ
イ
パ
ス
開
通
後
の
問
題
点
な
ど

を
整
理
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
国

や
県
に
要
望
し
て
い
く
。

３
期
目
の
町
長
選
挙
の
公

約
に
掲
げ
て
ほ
し
い
。

今
の
質
問
に
つ
い
て
は
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

湯
野
上
字
居
平
乙
地
内
で

観
光
施
設
整
備
の
た
め
、

地
権
者
立
ち
会
い
の
下
、
境
界
の

確
定
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
に
境

界
、
面
積
を
確
定
す
る
た
め
の
測

量
等
の
費
用
は
幾
ら
だ
っ
た
か
。

ま
た
、
土
地
の
境
界
、
面
積
が
明

確
に
な
っ
た
と
思
う
が
、
今
後
、

町
で
登
記
す
る
考
え
が
あ
る
の
か

伺
う
。

平
成
28
年
度
の
湯
野
上
居

平
地
区
測
量
業
務
委
託
と

し
て
、
地
方
創
生
交
付
金
626
万
４

千
円
を
活
用
し
実
施
し
て
い
る
。

町
で
登
記
を
行
う
に
は
用
地
買
収

が
必
要
。
買
収
や
財
源
、
コ
ス
ト

等
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

買
収
が
目
的
で
は
な
く
、

境
界
は
決
ま
っ
て
い
る
た

め
何
と
か
登
記
で
き
な
い
か
。

公
共
事
業
で
行
う
も
の
で

あ
る
た
め
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

町
民
体
育
館
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

下
郷
町
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画

　
　
　
　
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
く

質問

答弁

湯
野
上
地
区
の
観
光
施
設
及
び

　
　
　
　
　
そ
の
土
地
の
登
記
に
つ
い
て

登
記
に
つ
い
て
は
公
共
事
業
で
あ
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

質問

答弁

町
民
体
育
館
は
耐
震
不
足　

で
、
緊
急
時
に
使
用
で
き

ず
、
耐
震
工
事
を
実
施
す
る
場
合

に
は
概
算
で
２
か
ら
３
億
円
の
費

用
が
か
か
る
見
込
み
と
回
答
を
得

て
い
る
。
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
県
の
専
門
家
と
協
議
を
進
め

て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

現
状
で
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い

る
の
か
。現

在
、
南
会
津
建
設
事
務

所
担
当
官
に
お
い
て
、
平

成
23
年
度
の
耐
震
調
査
書
類
を
確

認
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
、
書
類
の
確
認
が
終
わ
り
次
第

建
物
の
調
査
に
入
る
が
、
下
郷
町

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
検
討
委

員
会
で
協
議
さ
れ
た
内
容
に
沿
っ

た
中
で
ご
指
導
を
い
た
だ
く
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

３
期
目
の
町
長
選
挙
の
公

約
に
掲
げ
て
ほ
し
い
。

今
の
質
問
に
つ
い
て
は
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

星　輝夫 議員
teruo　 hosh i
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9月30日　　
南会津地方

自治研究交流セミナー

地域の課題解決に向け
　　 　　　各議員から様々な意見

　令和３年９月30日に、福島県町村議会議長会と南会津
地方町村議会議長会の主催で自治研究交流セミナーが開
かれた。南会津郡の各議会から計23名の議員が参加し、
下郷町議会からは６名が参加した。
　このセミナーは、地域の抱える特定の課題をテーマに学
識経験者とのディスカッションを行い、地域の課題解決の
方策や、政策提言に繋げることを目的として開かれた。

　今回のセミナーのテーマは、「人口減少が地方に与え
る影響と地方議会における対応について」という題で、
福島大学行政政策学類教授　今西 一男　氏に講師を
していただいた。
　セミナーの前半は、今西氏から人口減少の現状と動
向について講演をいただいた。講演の中では「人口減少

の問題点」、「人口構成の変化（偏り）によって生じる問題」を考えるワーキングが行わ
れ、参加した議員からは様々な意見が出された。
　後半では、島根県の雲南市で行われている「住民組
織」を特集した動画を上映し、南会津地方や下郷町に
も共通する内容であった。残念ながら時間の都合によ
りディスカッションを行うことはできなかった。ワーキ
ングで出た意見は以下のようなものがあった。

　〇人口減少の問題点
　　・地域経済の縮小　　　　 ・公共交通機関等が成り立たない
　　・集落維持ができなくなる　・税収の減少　　・労働力の減少
　〇人口構成の変化（偏り）によって生じる問題
　　・生産性の低下　・町全体の結束力の低下　・政治の公平がなくなる
　　・集落維持ができなくなった

次回以降のセミナーの開催は次のとおり予定されている。
　10月27日 「地方議会を含む行政のＤＸについて」(仮題)

福島大学行政政策学類　佐々木　康文　教授
　12月 １日 「地方財政の仕組みと自治体経営」(仮題)

福島大学経済経営学類　　藤原　遥　准教授

福島大学教授　今西 一男 氏
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　議会及び議員に係る基本的事項を定めることにより、地方自治の本旨に基づく町民の
負託に的確に応え、もって町民の生命・財産を守り、福祉の向上及び町勢の発展、町政
の情報公開と町民参加を基本にした、豊かなまちづくりの実現に寄与するものとする。

★基本条例の目的に沿って、以下の流れ　　　　で条例・規則・規定等を検討していく。

〈12月定例会に議案提出の予定〉

下郷町議会議員政治倫理条例（新設）

議員が、町民全体の代表者・町民全体の奉仕者として遵守すべき行動基準
町民からの信頼確保と民主的な町政発展への寄与

下郷町議会会議規則（改正）

議会の議事の手続き、内部規律、議員の懲罰に必要な事項を定めた。
〇議員の議案提出の仕方　　　　　　〇委員会が中間報告する場合の手続き　〇発言内容における制限
〇規律や投票等、様々な表決の仕方　〇請願書の委員会付託　〇懲罰動議の提出・審査・宣告の進め方 等

下郷町議会運営に関する基準（改正）

※議会を運営していく上で、最も具体的な内容が示されている。
　　　　国が示す「標準基準」や他町村の基準と比較しながら検討していく。

〇議案等の提出について　〇動議の提出について　　　〇諸般の報告について
〇委員会付託について　　〇一般質問や討論について　〇議会運営委員会について

議会委員会条例　議員定数条例　議会報酬条例 等 （改正）

◎総務文教常任委員会　 ◎産業厚生常任委員会　 ◎議会広報常任委員会
◎議会改革特別委員会（特に必要があって設置された期間限定の委員会）

下郷町議会全員協議会に関する規定（改正）

政策について、もっと積極的に話し合うべきとして、規定の見直しを図る。
〇許可を得て傍聴できる。　　〇必要があれば関係者の出席を求める。

議会の会期等に関する条例（新設）

通年議会実施要項（新設）

議会が主導的又は機能的に対応するために通年議会を実施する。
〇会期は４月～翌年３月の１年間　　〇３月・６月・９月・12月は今まで同様の定例会議
〇会期中に行政事務について、文書でも質問できるようにする。

「下郷町議会基本条例（案） 」が可決!

6月定例会で「中間報告」を行い、8月4日の全員協議会において全員から意見を
求めました。そして、本会議に”議会基本条例”を議案提出し可決の運びとなりました。

＜９月議会で承認＞下郷町議会基本条例 （新設）＝令和４年４月１日施行＝

９月定例議会において
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議会広報常任委員会

委 員 長　山名田　久美子
副委員長　玉　川　邦　夫
委　　員　星　 　　能　哲
委　　員　星　 　　和　志

議会だよりギャラリー 議会とまちのうごきを
写真でレポート

地元野菜直売コーナー

どうぞ召し上がってください！

地元の　　　　　・　　　　　　をやさいやさい くだものくだもの

　
　 　　　　　　　　　会員の皆さん、これからも農作物直売所から、本町のおいしさをどんどん発信して下さい。

　

　
　 　　　　　　　　　会員の皆さん、これからも農作物直売所から、本町のおいしさをどんどん発信して下さい。

　

「道の駅しもごう」

「大松川お不動様直売所」

    朝８時半、地元の方々の心を込めて育てあげた野菜・果物が、次々に運び込まれて来ます。
その新鮮な作物は、慣れた手つきで手際よく、自分たちの力であっという間に各コーナーに納められます。
　美味しさだけではなく、安全・安心をお届けする大事なメッセージとして、きれいに包装された
商品一つ一つに生産者名等を明記したシールも貼られます。

85歳のおばあちゃんの作品

名産物になった下郷のりんご


